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洋
の
東
西
を

と
わ
ず
宗
教
的

建
造
物
は
豪
華

絢
爛
で
、
権
力

の
象
徴
の
城
郭
や
富
の
象
徴

の
巨
大
商
業
ビ
ル
に
引
け
を

と
ら
な
い
。
建
築
家
達
の
科

学
的
合
理
的
な
建
築
技
術
と

敬
虔
な
宗
教
心
が
矛
盾
せ
ず

に
同
居
し
て
収
ま
っ
て
い
る

の
は
不
思
議
で
も
あ
る
。

　

科
学
も
従
事
者
に
は
単
な

る
仕
事
で
、
日
常
の
宗
教
心

と
混
ざ
り
は
せ
ぬ
が
共
存
で

き
る
ら
し
い
。
実
質
的
な
物

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
せ
ず
に

信
心
と
金
を
集
め
る
宗
教
組

織
は
元
来
が
合
理
主
義
よ
り

も
見
栄
っ
張
り
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
実
家
が
お
寺
の

妻
は
私
の
貰
い
物
の
酒
類
が

高
級
す
ぎ
る
と
「
パ
パ
に
は

勿
体
無
い
か
ら
弟
に
あ
げ
よ

う
」
と
お
寺
へ
持
ち
帰
る
。

私
は
量
の
多
い
安
酒
の
方
が

好
き
で
、
お
寺
と
い
う
宗
教

組
織
の
見
栄
っ
張
り
も
熟
知

し
て
い
る
か
ら
不
満
で
も
な

い
。
私
が
飲
む
よ
り
お
寺
の

庫
裡
で
檀
家
衆
に
見
せ
び
ら

か
す
方
が
有
効
な
の
だ
。

　

だ
が
娘
は
「
私
が
結
婚
し

て
家
を
出
て
か
ら
パ
パ
は
マ

マ
か
ら
虐
待
さ
れ
て
い
る
」

と
怒
っ
て
い
る
。
厳
し
い
医

療
界
の
渡
世
の
中
で
同
情
者

や
味
方
が
一
人
で
も
い
る
の

は
力
強
い
励
み
で
あ
る
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

橋
下
知
事
が
代
表
を
務
め
る

「
大
阪
維
新
の
会
」
が
発
表

し
た
構
想
で
あ
る
。

　

府
と
県
は
呼
び
方
が
違
う

だ
け
で
、
内
容
は
同
じ
だ
。

と
こ
ろ
が
、
都
は
異
な
る
。

に
な
っ
た
と
紹
介
し
た
。

　

こ
の
他
、
訪
問
診
療
料
に

お
け
る
20
分
の
時
間
要
件
や

〝
同
一
建
物
〞
で
の
取
り
扱

い
な
ど
、
訪
問
診
療
の
基
本

的
な
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。
訪

問
診
療
料
の
算
定
の
有
無
に

よ
り
障
害
者
加
算
の
レ
セ
プ

ト
記
載
欄
が
異
な
る
な
ど
の

注
意
点
を
述
べ
た
。

　

次
回
は
３
月
26
日
（
土
）

午
後
６
時
か
ら
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー

ル
で
開
催
。
同
テ
キ
ス
ト
の

３
〜
５
章
の
解
説
を
す
る
。

お
申
し
込
み
は
協
会
ま
で
。

　

４
月
の
統
一
地
方
選
が
近
づ
き
、
マ
ス
コ
ミ
で
「
橋
下
徹

大
阪
府
知
事
率
い
る
『
大
阪
維
新
の
会
』
対
『
既
成
政
党
』」

と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
態
は
全
く
異
な
る
。
大

阪
府
議
会
で
は
、
橋
下
府
政
の
３
年
間
で
知
事
提
案
に
自
民

党
は
１
０
０
％
賛
成
、公
明
党
は
99
・
８
％
、民
主
党
も
96
・

１
％
賛
成
し
て
き
た
。
最
大
会
派
の
維
新
の
会
は
、
９
割
が

元
自
民
党
だ
。
対
決
ど
こ
ろ
か
、〝
オ
ー
ル
与
党
〞体
制
で
橋

下「
改
革
」を
支
え
る
異
常
な
構
図
と
な
っ
て
い
る
。

円
も
の
借
金
を
重
ね
た
大
企

業
呼
び
込
み
型
の
「
古
い
府

政
」
を
、
装
い
新
た
に
大
規

模
に
強
行
す
る
だ
け
だ
。
破

た
ん
済
み
の
大
開
発
路
線
を

こ
の
ま
ま
許
す
の
か
。
地
方

選
で
の
選
択
が
問
わ
れ
て
い

る
。

東
京
都
に
は
東
京
市
は
な

く
、
世
田
谷
区
や
品
川
区
な

ど
の
特
別
区
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
特
別
区
は
市
町
村
と

同
じ
基
礎
自
治
体
で
あ
り
、

分
権
に
逆
行
す
る「
都
構
想
」

集
約
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

言
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
広

域
的
視
点
か
ら
思
い
切
っ
た

施
策
が
展
開
で
き
る
か
ら

だ
。
都
に
比
べ
る
と
府
は
権

限
・
財
源
が
市
に
分
散
し
て

な
く
な
っ
て
い
る
。そ
の
分
、

都
の
権
限
・
財
源
は
府
県
よ

り
も
大
き
い
と
い
え
る
。

　

橋
下
知
事
は
、
府
を
都
に

変
え
、
都
に
権
限
・
財
源
を

　

大
規
模
事
業
で
は
、
槇
尾

川
ダ
ム（
事
業
費
64
億
円
）の

中
止
を
表
明
し
た
も
の
の
、

13
倍
の
事
業
費
が
か
か
る
安

う
な
財
政
運
営
に
な
っ
た
」

と
言
う
が
、
府
債
残
高
は
就

任
前
の
07
年
度
か
ら
３
２
８

３
億
円
増
の
５
兆
３
９
１
０

億
円
に
膨
れ
上
が
っ
た
。

「
ご
ま
か
し
」
と
「
偽
り
」

の
橋
下
「
改
革
」
が
、
維
新

・
自
・
公
・
民
の
後
押
し
で

進
ん
で
い
る
。

〝
古
い
府
政
〞強
行

　

橋
下
氏
の
狙
い
は
、
維
新

の
会
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
明

求
め
ら
れ
る
」
と
注
意
を
呼

び
か
け
た
。

　

ま
た
、「『
明
細
』
加
算
の

届
出
医
療
機
関
で
は
、
患
者

書
発
行
の
義
務
は
な
い
が
、

引
き
続
き
院
内
掲
示
は
必
要

な
の
で
、
協
会
が
発
行
し
た

雛
形
を
活
用
し
、
明
細
発
行

に
対
す
る
自
院
の
取
り
扱
い

を
掲
示
い
た
だ
き
た
い
と
述

べ
た
。

　

吉
田
氏
は
、
昨
年
12
月
の

疑
義
解
釈
に
触
れ
、
無
歯
顎

の
患
者
の
場
合
、
歯
管
を
算

定
す
る
に
は
、
総
義
歯
の
管

理
だ
け
で
な
く
、
粘
膜
疾
患

の
治
療
が
必
要
だ
が
、
歯
在

管
で
は
、
Ｍ
Ｔ
病
名
だ
け
で

も
口
腔
機
能
管
理
を
行
っ
て

い
れ
ば
、
算
定
で
き
る
こ
と

　

２
月
府
議
会
で
も
、
橋
下

氏
と
の
蜜
月
ぶ
り
が
顕
著
と

な
っ
た
。
自
民
党
の
吉
田
利

幸
議
員
が
「
知
事
と
わ
が
会

派
の
理
念
は
一
致
し
て
い

る
」
と
述
べ
れ
ば
、
公
明
党

の
西
村
晴
天
議
員
も
「
地
域

主
権
型
関
西
州
を
め
ざ
す
」

と
知
事
に
す
り
寄
っ
た
。

３
年
間
で
借
金
増

　

２
０
１
１
年
度
当
初
予
算

案
で
橋
下
氏
は
、
地
方
選
を

見
据
え
、
私
立
高
校
の
無
償

化
拡
大
や
中
学
校
給
食
へ
の

補
助
な
ど
、
府
民
受
け
す
る

施
策
を
前
面
に
打
ち
出
し

た
。
し
か
し
、
福
祉
切
り
捨

て
・
大
開
発
推
進
の
基
本
路

線
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
私

学
へ
の
経
常
費
助
成
を
大
幅

に
縮
小
し
、
小
学
校
警
備
員

配
置
の
交
付
金
を
廃
止
。
医

療
分
野
で
は
、
千
里
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
へ
の
補
助
金
３

億
５
千
万
円
を
廃
止
し
た
。

記
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
都
に

税
金
を
集
め
、「
企
業
活
動

を
活
性
化
さ
せ
る
空
港
、
港

湾
、
高
速
道
路
、
鉄
道
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
」
に
集
中
投
資

し
、
大
阪
を
再
生
す
る
と
い

う
。
そ
の
中
身
は
、
関
空
ア

ク
セ
ス
を
７
分
短
縮
す
る
た

め
だ
け
に
４
千
億
円
（
１
分

あ
た
り
６
０
０
億
円
）
投
じ

る
「
な
に
わ
筋
線
」
の
よ
う

な
無
謀
な
大
開
発
に
過
ぎ
な

い
。
関
西
財
界
と
一
体
と
な

っ
た
橋
下
氏
の
「
人
・
モ
ノ

・
金
を
呼
び
込
め
ば
大
阪
が

潤
う
」
と
の
主
張
は
、
５
兆

公
選
で
選
ば
れ
る
区
長
、
区

議
会
が
設
置
さ
れ
、
徴
税
権

も
あ
る
。
し
か
し
、
市
が
持

っ
て
い
る
権
限
の
一
部
は
都

に
集
約
さ
れ
て
お
り
、
市
に

比
べ
る
と
権
限
・
財
源
が
少

第47回通常評議員会第47回通常評議員会

【議　案】（予定）
•情勢、09・10年度活動まとめ、11・
　12年度活動方針・重点課題案
•10年度決算報告案
•11年度予算案
•理事、監事選出

５月21日（土）

大開発優先の橋下「改革」

区
に
再
編
で
市
財
源
が
大
幅
減

　

橋
下
徹
大
阪
府
知
事
が
掲
げ
る
「
大
阪
都
構
想
」
の

是
非
な
ど
を
問
う
統
一
地
方
選
が
４
月
に
実
施
さ
れ

る
。
都
構
想
の
問
題
点
や
大
阪
に
お
け
る
地
方
選
の
争

点
に
つ
い
て
、
奈
良
女
子
大
学
教
授
の
中
山
徹
氏
に
連

載
し
て
も
ら
う
。（
新
聞
部
）

’11統一地方選’11統一地方選

政策メモ政政策策メメモモ

し
は
初
回
時
は
も
と
よ
り
、

継
続
中
３
カ
月
に
１
回
以

上
、
ま
た
は
計
画
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
な
ど
に
提
供
が

　

社
保
研
究
部
は
『
歯
科
保

険
診
療
の
研
究
２
０
１
０
年

４
月
版
』『
２
０
１
０
年
改

定
の
要
点
と
解
説
』
を
テ
キ

ス
ト
に
解
説
す
る
全
３
回
シ

リ
ー
ズ
社
保
講
習
会
の
第
１

回
を
２
月
26
日
に
Ｍ
＆
Ｄ
ホ

ー
ル
で
開
い
た
。
95
人
が
参

加
し
た
。

　

１
回
目
は
、
第
１
章
「
初

診
・
再
診
、医
学
管
理
料
」、

第
２
章
「
在
宅
医
療
」
で
、

吉
田
裕
志
副
理
事
長
と
安
積

中
理
事
が
担
当
し
た
。

　

安
積
氏
は
、「
歯
管
の
紙
出

い
る
た
め
、
広
域
的
な
施
策

が
取
り
に
く
く
、
東
京
都
と

の
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
の

だ
と
説
明
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
大
阪
市
、

堺
市
の
２
政
令
市
を
解
消

し
、
11
の
特
別
区
に
分
割
す

る
。
ま
た
、
大
阪
市
に
隣
接

す
る
豊
中
市
、
東
大
阪
市
、

八
尾
市
な
ど
の
９
市
も
、
市

か
ら
特
別
区
に
変
え
る
。

　

市
は
特
別
区
に
格
下
げ
さ

れ
る
た
め
、
財
源
・
権
限
は

低
下
す
る
。
そ
の
た
め
、
地

方
分
権
と
い
う
流
れ
に
逆
行

す
る
。
ま
た
、
東
京
と
の
差

が
開
い
て
い
る
の
は
、
都
と

府
の
違
い
に
あ
る
の
で
は
な

く
、
首
都
と
し
て
の
機
能
が

東
京
に
集
中
し
て
い
る
か
ら

だ
と
思
う
。 

（
つ
づ
く
）

が
明
細
書
を
希

望
し
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
、

再
診
料
に
加
算

で
き
る
」と
述

べ
た
。

　

５
月
１
日
か

ら
は
、
電
子
請

求
の
猶
予
や
免

除
の
届
け
出
が

あ
れ
ば
、
明
細

　

大
阪
に
お
け

る
最
大
の
争
点

は
、
大
阪
府
を

継
続
す
る
の

か
、
解
体
し
て

大
阪
都
を
つ
く

大
阪　
奈
良
女
子
大
学
教
授
・
中
山
徹

奈
良
女
子
大
学
教
授
・
中
山
徹

〝
維
新
〞を
問
う

〝
維
新
〞を
問
う
①

約100人が参加した第１回社保講習
会＝２月26日、Ｍ＆Ｄホール

る
の
か
だ
。
大
阪
都
構
想
は

大阪都構想による市財政への影響

08年度決算から大阪自治体問題研
究所が試算　　　　　　　　　　

計4296億円が大阪都に吸い
上げられる

大 阪 市  －2712億円
堺　　市   －443億円
東大阪市   －279億円
吹 田 市   －201億円
豊 中 市  －193億円
八 尾 市  －130億円
守 口 市　  －87億円
大 東 市 　  －69億円
摂 津 市 　  －69億円
門 真 市 　  －68億円
松 原 市 　  －43億円

社保研究部

社
保
講
習
会
は
じ
ま
る

明
細
発
行
の
取
り
扱
い
な
ど
解
説

午後４時00分～６時25分
（於：Ｍ＆Ｄホール）

注）執行額には関連事業も含む
 　大阪府「財政再建プログラム（案）改革工程表」2010年版より作成

主要プロジェクトの進捗状況 単位：億円
プロジェクト名 執行済額 未執行額 合　計

箕面森町 516 349 865
彩都 96 94 190
新名神高速道路 14 206 220
阪神高速大和川線 153 169 322
安威川ダム 543 288 831
槇尾川ダム（※中止表明） 29 35 64
阪南港阪南２区整備事業 389 117 506
大阪外環状線鉄道 185 167 352

合　計 1,925 1,425 3,350

自・公・民が支え、維新の会が推進

威
川
ダ
ム
に

は
57
億
円
を

計
上
。
環
状

道
路
の
大
和

川
線
整
備
に

は
、
２
５
３

億
円
を
盛
り

込
ん
だ
。
ほ

か
に
も
、
数

百
億
円
規
模

の
公
共
事
業

を
推
進
し
て

い
る（
表
）。

　

橋
下
氏
は

「
３
年
間
で

見
違
え
る
よ


